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“リサイクル製品認定制度”
（現在35道府県導入）

●廃棄物由来の再生製品
⇒ 過剰に環境安全性が疑われる

●認定基準・認定方法
⇒ 各自治体ごとに異なる

●環境安全基準
⇒ 土壌環境基準を適用

問題点

参考：経済産業省，3R政策パンフレット
愛媛県，ごみ事情，3Ｒとは

環境安全評価試験システム環境安全評価試験システム

出典： 大迫ら，再生製品に対する環境安全評価手法
のシステム規格化に基づく安全品質レベルの
合理的設定手法に関する研究

基本特性評価基本特性評価
製品使用シナリオに基づく詳細評価製品使用シナリオに基づく詳細評価

品質管理品質管理

シナリオの記述シナリオの記述

(1)形態（粒状／塊状／成型）
(2)注目物質
(3)使用環境
(4)使用期間
(5)評価地点と評価基準

暴露促進試験暴露促進試験

溶出挙動試験溶出挙動試験

結果の解析・評価結果の解析・評価

＜選択＞
平成3年環境庁告示46号
JIS有姿撹拌試験
＜必修＞
全含有量
環境最大溶出可能量

＜選択＞
平成3年環境庁告示46号
JIS有姿撹拌試験
新規・単一バッチ試験

＜選択＞
乾湿サイクル試験
炭酸化促進試験
凍結融解サイクル試験
なし

＜選択＞
上向流カラム試験
シリアルバッチ試験
pH依存性試験
環境最大溶出可能量
pH依存性試験



※ CEN/TS 14997 ※

溶出終了まで，常にpHを監視して適宜
試薬を加える．

●メリット
⇒ 常時一定のpHで保持

●デメリット
⇒ pH自動調製装置が必須

pHpH依存性試験依存性試験

※ CEN/TS 14429 ※

初期段階に試薬を添加して，溶出終了
まで撹拌を続ける．

●メリット
⇒ 高価なpH自動調製装置が不要

●デメリット
⇒ 細かなpH調整ができない

初期添加方式 連続調製方式

欧州では初期添加
方式が主流

様々なpH条件下で溶出する重金属類量を把握

ナチュラルpH

酸性 中性 アルカリ性

② ③ ④ ⑤ ⑧①

108

⑥ ⑦

消費量予備試験
（プレ滴定試験）

添加量？
酸/アルカリ添加

概要概要

pH

初期添加型初期添加型pHpH依存性試験依存性試験

隣接pHの差
1.5以内

1264

pH測定 pH測定

pH測定

撹拌開始 撹拌終了

時間 (hour)

0 440.5 2 4 48

酸/アルカリ添加
1回目

酸/アルカリ添加
2回目

酸/アルカリ添加
3回目

pHの変化値
0.3以内



roller table rotating end-over-end tumbler

約 10 rpm

5 –10 rpm

試料

500mL

純水

撹拌 1hr

pH測定

270mL

200rpm

L/S = 9.00

PE容器

30g-dry

酸/アルカリ滴定

pH測定

L/S = 11以下

撹拌 30min 200rpm

プレ滴定試験試験操作試験操作
酸酸//アルカリ消費量の予備試験アルカリ消費量の予備試験
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回転撹拌法反復振とう法

メインバッチ試験振とう法メインバッチ試験振とう法

銅スラグ銅スラグ銅スラグ
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PT試験：プレ滴定試験，MB試験：メインバッチ試験（反復振とう）

0.1700890.300.2411.411.5石炭灰

0.230.0914.10.2210.19.8産廃スラグ

0.160.0980.0390.00166.66.2銅スラグ

MB試験PT試験MB試験PT試験MB試験PT試験

アルカリ中和容量
(mol/kg)

酸中和容量
(mol/kg)

ナチュラルpH

予備試験および本試験での特性予備試験および本試験での特性

酸滴定

予備試験（プレ滴定）予備試験（プレ滴定）
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銅スラグ（反復振とう法）銅スラグ（反復振とう法）

吸引ろ過－溶出液吸引ろ過－溶出液

まとめまとめ

●メインバッチ試験における試薬添加量の推測
⇒ プレ滴定では乖離が大きい

●メインバッチ試験でのpH応答曲線の類型化
⇒ 多様な試料で試験実施して、推測可能性を
検討

●振とう方法による溶出量の検討
⇒ いくつか試験を実施をして、同等であるかを
検討


